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論文審査の要旨

これまで骨折のリスクの季節による違いに関する研究は、特定の年齢や部位に関して

行われたものが大半であるが、本研究では骨折のリ スクの季節による違いを全ての年齢

や部位について明らかにしたところに特徴がある。

本研究では特定健診・レセプト情報データベース (NDB) を用いて、関東地方 1都 6

県、人口 4200 万人余の地域全体の健康保険による受診から、3年間の骨折の症例を収集

した。その結果、 ( 1 )骨折のリスクは0-19 歳の小児では春や秋に高い (2) 65-79 歳

と 80 歳以上の高齢者では冬に高い、最も顕著な例外として、つま先の骨折は夏に多い

( 3 )榛骨端骨折と大腿骨頚部骨折のリスクは、その 日の気温や降雨との関連があった

等のこ とが確認された。

骨折のリスクは子どもと高齢者とで、 また、つま先と他の部位の骨折とでは異なる季

節性があることが分かつた。 こうした知見は、骨折の疫学を明らかにし、予防策の検討

や、医療資源の配分を行う上で有用である。

公聴会における質疑も適切であり学位を授与するに相応しい研究と考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに公衆衛生学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。
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